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村のデキゴト
Village NEWS

民
生
・
児
童
委
員
に
新
し

く
下
中
津
川
地
区
の
鈴
木
千

江
美
さ
ん
が
決
定
し
、
9
月

16
日
に
厚
生
労
働
大
臣
の
委

嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
・
児
童
委
員
に

鈴
木
千
江
美
さ
ん

本
名
英
二
さ
ん

旭
日
単
光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）
受
章

地
方
自
治
に
対
す
る
功
績

が
認
め
ら
れ
、
本
名
英
二
さ

ん
（
下
中
津
川
）
が
、
旭
日

単
光
章
を
受
章
し
、
10
月
7

日
、役
場
村
長
室
に
お
い
て
、

須
藤
浩
光
会
津
地
方
振
興
局

長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

本
名
さ
ん
は
、
昭
和
村
監

査
委
員
に
選
任
さ
れ
る
と
同

時
に
代
表
監
査
委
員
に
も
選

任
さ
れ
、
通
算
3
期
12
年
の

永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、

村
の
行
財
政
の
健
全
な
遂
行

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
2
期
4
年
間
、
昭

和
村
社
会
教
育
委
員
を
務
め

ら
れ
、
昭
和
村
の
社
会
教
育

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
長
に
本
名
敬
さ

ん
（
下
中
津
川
）、
教
育
委

員
長
職
務
代
理
者
に
五
十
嵐

喜
久
男
さ
ん
（
大
芦
）
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
26
年
10
月
１
日
か
ら
１
年

間
で
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
に
は
退

任
さ
れ
た
羽
染
と
し
の
さ
ん

（
両
原
）
に
代
わ
り
齊
藤
加

津
代
さ
ん
（
大
芦
）
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

26
年
10
月
１
日
か
ら
４
年
間

で
す
。 教

育
委
員
に
委
嘱
状

9
月
29
日
、
小
林
政
一
さ

ん（
中
向
）、齋
藤
環
さ
ん（
喰

丸
）
が
村
長
室
を
訪
れ
、
老

朽
化
に
伴
い
取
り
壊
し
が
予

定
さ
れ
て
い
る
旧
喰
丸
小
学

校
の
保
存
・
活
用
を
求
め
る

千
人
以
上
の
署
名
を
村
長
へ

手
渡
し
ま
し
た
。お
二
人
は
、

映
画
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
舞

台
に
も
な
っ
た
木
造
校
舎
を

残
し
て
、
交
流
人
口
の
増
大

の
た
め
有
効
に
活
用
し
て
ほ

し
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

旧
喰
丸
小
保
存
・
活
用
を

求
め
る
署
名
提
出

第
40
回

野
尻
川
マ
ス
釣
り
大
会

9
月
28
日
、
下
平
運
動
広

場
周
辺
の
野
尻
川
に
お
い

て
、
第
40
回
野
尻
川
マ
ス
釣

り
大
会
が
開
催
さ
れ
、
村
内

外
か
ら
約
２
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

40
周
年
を
記
念
し
て
、
マ

ス
の
量
を
例
年
よ
り
１
０
０

㎏
増
量
し
、
５
０
０
㎏
が
放

流
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
、
村
の
方
々

が
健
闘
し
、
大
物
賞
の
半
数

を
占
め
ま
し
た
。
ま
た
、
小

学
生
以
下
限
定
の
つ
か
み
取

り
も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

優   勝 城取 孝 さん（郡山市） 55.5㎝

準優勝 舟木 千冬 さん（昭和村） 46㎝

第 3位 村田 定三 さん（郡山市） 46㎝

第 4 位 舟木 楓        さん（昭和村） 45㎝

第 5 位 松本 和成 さん（会津若松市） 45㎝

第 6 位 鈴木 達明 さん（昭和村） 44.5㎝

第 7 位 小林 佑多 さん（昭和村） 44㎝

第 8 位 舟木 梗太 さん（昭和村） 43㎝

第 9 位 浅沼 郁雄 さん（会津若松市） 43㎝

第 10 位 佐藤 大翼 さん（会津若松市） 42㎝

大 物 賞
（体長が同位の場合は重さで判定）
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ア
サ
で
織
っ
た
蚊
帳
（
か
や
）
地

こ
の
十
月
十
八
日
に
国
産
初
の

ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
試
験

機
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
国
産
プ

ロ
ペ
ラ
機
Ｙ
Ｓ
十
一
以
来
、
約
半

世
紀
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。
そ
の
と

き
も
戦
前
の
零
戦
を
開
発
し
た
堀

越
二
郎
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

昨
年
夏
に
公
開
さ
れ
た
宮
崎
駿

監
督
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

『
風
た
ち
ぬ
』
は
、
堀
越
二
郎
を

モ
デ
ル
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
映

画
は
、
主
人
公
の
少
年
が
民
家
で
、

緑
色
の
蚊
帳
（
か
や
）
の
な
か
で

眠
る
場
面
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す
。蚊

帳
は
ア
サ
の
繊
維
を
織
っ
た

布
で
作
ら
れ
四
方
を
室
内
の
長
押

（
な
げ
し
）
に
ひ
も
で
吊
り
、
蚊

（
か
）
な
ど
の
害
虫
な
ど
か
ら
人

を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
。
江
戸

時
代
に
商
品
開
発
さ
れ
た
近
江
蚊

帳
は
萌
葱
（
も
え
ぎ
）
色
に
染
め

ら
れ
ふ
ち
ど
り
に
紅
布
が
付
い
て

い
ま
す
。

西
川
家
の
二
代
目
甚
五
郎
が
江

戸
に
向
か
っ
て
箱
根
越
え
を
し
て

い
た
折
、
疲
れ
き
っ
た
体
を
休
め

よ
う
と
木
陰
に
身
を
横
た
え
た
。

気
が
つ
く
と
、
緑
色
の
つ
た
か
ず

ら
が
一
面
に
広
が
る
野
原
に
い

た
。
生
き
生
き
と
し
た
か
ず
ら
の

若
葉
の
色
が
目
に
映
え
て
、
そ
の

さ
わ
や
か
な
気
分
は
ま
る
で
、
仙

境
に
い
る
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。

「
夢
」
か
ら
覚
め
た
二
代
目
甚
五

郎
は
「
こ
れ
だ
！
」
と
ひ
ざ
を
た

た
き
、
夢
の
イ
メ
ー
ジ
を
蚊
帳

に
再
現
す
る
こ
と
を
思
い
立
つ
。

「
寝
る
時
も
、
ま
た
目
覚
め
た
時

も
、
涼
味
あ
ふ
れ
る
緑
に
囲
ま
れ

た
シ
ー
ン
を
目
に
す
れ
ば
、
蚊
帳

の
中
に
い
る
人
の
気
持
ち
を
和
ま

せ
、
爽
快
な
気
持
ち
に
さ
せ
る
で

あ
ろ
う
」と
考
え
た
の
で
あ
る（
西

川
家
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
）。

さ
て
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時

代
、
戦
前
ま
で
ア
サ
の
栽
培
地
で

も
あ
っ
た
野
尻
組
（
現
・
昭
和
村
）

で
は
、
冬
に
蚊
帳
地
が
盛
ん
に
織

ら
れ
ま
し
た
。

下
中
津
川
村
の
名
主
家
で
あ
っ

た
本
名
信
一
さ
ん
の
家
か
ら
、
写

真
の
よ
う
な
印
鑑
（
は
ん
こ
）
が

あ
る
こ
と
が
、
こ
の
七
月
に
、
は

じ
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
木
製

の
も
の
で
、
か
な
り
使
用
さ
れ
て

い
た
痕
が
残
る
も
の
で
す
。
下
中

津
川
と
小
中
津
川
か
ら
出
荷
さ
れ

た
ア
サ
製
蚊
帳
地
の
付
票
（
タ
グ
）

に
押
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。岩

代
國
大
沼
郡
下
中
津
川
小
中

津
川
蚊
帳
地
改
正
組
検
査
之
印

野
尻
組
（
昭
和
村
）
は
幕
末
は

会
津
藩
で
、
明
治
元
年
十
二
月
に

陸
奥
国
か
ら
分
立
し
岩
代
国
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
明
治
四
年
に
若

松
県
、
明
治
九
年
に
福
島
県
と
変

更
さ
れ
ま
す
。
印
鑑
の
岩
代
国
か

ら
は
明
治
元
年
か
ら
四
年
ま
で
の

間
に
、
表
記
の
よ
う
な
組
が
あ
り
、

品
質
の
保
証
（
ブ
ラ
ン
ド
化
）
を

は
か
っ
て
い
た
の
で
は
と
推
察
さ

れ
ま
す
。
明
治
維
新
と
い
う
社
会

の
変
化
へ
の
対
応
が
地
域
産
物
の

生
産
・
販
売
で
も
、
あ
っ
た
ん
だ

よ
、
と
、
も
う
少
し
調
査
し
な
さ

い
、
と
こ
の
印
鑑
は
私
た
ち
に
示

唆
し
て
い
ま
す
。

村
内
佐
倉
の
か
ら
む
し
工
芸
博

物
館
の
吉
田
有
子
さ
ん
が
、
蚊

帳
地
を
織
っ
た
こ
と
の
あ
る
小
中

津
川
の
本
名
オ
マ
キ
さ
ん
や
、
大

芦
の
五
十
嵐
カ
ヨ
子
さ
ん
に
う
か

が
っ
た
話
で
は
、
マ
エ
ガ
ラ
メ
に

巻
き
取
っ
た
分
を
最
後
ま
で
ほ
ぐ

さ
ず
に
織
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
蚊
帳
は
目
が
ゆ
る

い
（
粗
い
）
か
ら
、
ほ
ぐ
す
と
目

が
く
ず
れ
る
の
だ
、
と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
織
り
上
げ
た
布
の
た
た
み

方
も
独
特
の
方
法
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
お
二
人
が
織
っ
た

昭
和
年
代
に
は
、
蚊
帳
地
の
組
合

は
無
か
っ
た
よ
う
で
、
個
人
販
売

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

カ
ラ
ム
シ
（
青
苧
）
を
織
り
、

ア
サ
を
織
る
、
織
る
布
に
よ
り
技

法
も
異
な
る
、、、、
こ
の
よ
う
な

布
を
織
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
糸
を
績
む
か
、
ま
た
績

み
や
す
い
繊
維
を
畑
で
育
て
る

か
、、、
長
い
時
間
の
蓄
積
と
経
験
、

工
夫
が
一
人
の
人
間
の
な
か
に
生

き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
基
層
（
き
そ
う
）

文
化
を
学
び
継
承
す
る
」
こ
と
が

尊
い
こ
と
で
、
新
し
い
時
代
に

と
っ
て
い
ち
ば
ん
必
要
な
こ
と
で

あ
る
こ
と
を
昭
和
村
の
人
々
は
教

え
て
い
ま
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
11
回
～

▶ 蚊帳地の拡大

▶ 印鑑

▶ 蚊帳（大芦で 2013 年）














